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1　はじめに

平成2 0年6月の｢博物館法｣の改正により､運営の状況に関する評価等として､

｢博物館は､運営の状況に関する評価を行うとともに､その結果に基づき博物館の運

営の改善を図るため必要な措置を講ずるよう努めなければならない｣とされました｡

また､これに先駆けて平成1 5年には､博物館の設置及び運営に関する基準におい

て博物館は､事業の水準の向上を図り､博物館の目的を達成するため､各年度の事業

の状況について､協議会等の協力を得つつ自ら点検行い､その結果を地域住民等関係

者に対して公表するよう努めるとされてきたところです｡

これらを受け､郷土資料館では､平成2 1年3月3 1日に､ ｢日野市郷土資料館の

運営状況の評価実施要綱｣を制定し､平成2 1年度から郷土資料館の運営状況に関す
●る評価を実施しています｡本年度は第6回目の事業評価となります0

2　評価の目的

この評価は､郷土資料館の運営の状況に関する情報を積極的に提供することにより､

市民･利用者や関係者との相互理解を深めるとともに､連携及び協力の推進に資する

ため､そして､効果的で市民･利用者に信頼される郷土資料館事業を推進することを

目的に行います｡この目的遂行のため､郷土資料館は毎年1回､運営状況について事

業評価を行い､その評価に関する報告書を毎年作成し､教育委員会に提出するととも

に､市民の皆様に公表することとしています｡

さらに､評価結果に基づき､郷土資料館の運営の改善を図るために必要な措置を講

ずるよう努めていきます｡

3　組織と概要

郷土資料館は､平成1 7年4月1日に､日野市ふるさと博物館から名称を日野市郷

土資料館と変え｢七生丘陵｣という新しいフィールドを得て､行動する郷土資料館と

して新たに生まれ変わり､市民の教養､学術及び文化の向上を図ることを目的に､事

業を展開してきました｡

(1)組織･職員

①　組　　織:

②　職　　員:

③　再任用職員

④　嘱託職員:

⑤　臨時職員:

⑥　臨時職員:

1館1係(資料館係)

4人(館長1､係長1､主任2 (学芸員))

1人

3人(学芸員2)

1人(学芸員)

1人(緊急雇用　平成25年9月まで)



(2)主な業務

①　歴史､民俗､自然等の資料の収集､保管及び展示

②　資料の調査研究

③　普及広報活動

④　学校教育や市民による自主的学習活動-の支援･連携

4　評価の対象

評価の対象は､平成25年度の教育委員会の活動及び｢日野市教育委員会の教育目

標･基本方針･主要な推進施策｣主要な事業､行政評価対象事業とし､次の1 0事業

について評価を行うこととしました｡

No.1　幻の真慈悲寺調査事業

No.2　マイクロフィルムのデータ化事業

No.3　古文書調査･整理事業

No.4　勝五郎生まれ変わり物語探求調査事業

No.5　七生丘陵の自然と歴史調査事業

No.6　ふるさと日野の自然とくらし展開催事業

Nm7　学校教育連携事業

No.8　市制50周年記念特別展　第二部

｢日野市の半世紀～移りゆくまちの過去と今　そして未来｣開催事業

No.9　日野市のあゆみ50年調査事業

No.10　体験学習会･伝承事業

5　評価の実施方法

評価を行うにあたっては､活動実績及び次年度以降の取組みを郷土資料館協議会

に報告し､事業の取組み及び問題･課題点をあげ総括し､自己評価を行うとともに､

協議会委員皆様の意見等を取りまとめ事業に対する評価としました0

6　評価の結果

郷土資料館協議会の意見では､郷土資料館は地域の博物館として地域の歴史を掘り

起こし､地道な調査研究事業を続けることで成果を上げていると評価されています｡

特に市民の｢調べたい･知りたい｣という要求に応えて市民団体を支援するとともに､

市民団体と連携を取り調査･研究事業を着実に進めているとされております｡また､

調査研究を意識し､市民団体と事業を掘り下げた結果､特別展の開催までに発展させ

たことは､資料館事業の発展方向を示したものと評価されました｡

平成25年度の郷土資料館事業の評価は､市制50周年の特別展を中心として､調査

研究の成果を講座･資料展示などにより教育普及活動を行い､事業を市民とともに進

め､事業の効率性も､その事業目的に対する効果も高いと判断されました｡しかし､



自己評価において郷土資料館の本来の使命である｢歴史･民俗･自然等の資料の収集･

保管｣に関し､的確で効率的な対応が十分に行なわれてなく､資料の基礎的なデータ

化､または｢緊急性｣ ･ ｢重要性｣の視点からの資料-のアプローチがなされてない点

は否めませんでした｡

このような評価により各取組事業の問題点や課題が明確になり､今後の方向性や取

り組みが示されました｡また､評価の結果並びに公表により市民･利用者から寄せら

れた意見等を､次年度以降の事業計画に反映させ､市民･利用者に信頼される郷土資

料館事業を推進していくこととします｡

郷土資料館の自己評価及び郷土資料館協議会からいただいた意見等は､次ページ以

降の評価表No.1-1 0のとおりです.



評儀表NO.1

■土責料鱒事義輝傷義　25年度

1取組事業名 

取組事美名幻の真着意寺請圭事案事案軽費1,595.618円 剪�

(I書良書.暮本方舟から) � 

2_取組事業の概要 

取組事案の概要(暮峯の対象者､内春を委員も分かるように嶋濠明解に記義) 

吉霊昭琵等琵圭;童書芸軍芸…芸≡蓋…芋撃:…蓋…軍≡蓋監悉琵皇空言軍足芸詰む㌘ 

3_事集の目的 

事業 冦ｩ4忠9hﾍｸ馼ｼh/�tﾉ�94�,�,ﾘ,x,ﾈ.h*H,磯hｼh,h+X,H*(*ｸ+ﾘ*(,ﾈ*定,x,ﾈ.h*H,��ﾈ惠/�ｸ�-�,H*(*ﾘ,ﾈ*鋳�

この地域に埋もれている未発見の責科の義L}起こしに努める｡また､これまでの個々の成果の再棲計をすることで､ 全体の歴史空糞の再構築一具体化を回り.揮土教育に有効に活用するための遺族をつくる.より多くの分野との胃わ 

i)まめていく. 

4_事業の目標.成果 

(1)目儀(どのような自儀を設圭したのか) 

1平成19年一21年に実施された学術計量の報告雷.百事観音堂および百草八幡神社の文化財讃査報告雷を刊行して百 事.倉沢地区における未公開責料を一般市民に公開するとともに､この絶域の文化遺産について市内外の研究者によ 

る向鳥提起をうながすことで活性化を回る｡ 発銅講査一聞き取LJ講蓋によLJ埋もれた資料の発見に車め､歴史的儀鐘の充実を促進する. 

③市内外へむけて情報を先膚していく. 

(2)成果(実績数鐘など) 

讐及.公{話轟①r百事観音堂および百事八幡7織の文化財講査報告劃(500奇)のtq行をし_瓦の報告暮ー真慈 
惹寺推定地出土の中世瓦jをHP上でデジタル公開することで広く責料活用の道を削､た○ ②東京書文ft財ウイークの通年公粛事業に参加して文化財ウイークガイドに案内を掲載し.阿弥陀如来坐像の文化財 説カードを3,00轍件成して配布するなど､年1日の国籍定重葦文化財rF7弥陀如来坐徽Jの公剛の周知に努めた. ③3回の講演会を実施した.鎌倉佐促r12世妃事象地域の武士と荘軌.野村武男r小田厚着と首峯村のつなが 

り｣､馬場書信r立地と景観から考える大志願寺-平山氏との粛わりから-}｡ 4J､A善太郎正念館とタイアップした百事地域の歴史ガイド､百草阿曽館1線でのパネル展示､真慈悲寺調査研究セ ンターを活用して月辺地蟻からの歴史研究団体等の訪筒を積極的に受け入れている. 鋼蓋.績来着嶋①私有地での発貞講壬を新堂が谷戸で実施し､真慈走寺の土地利用の状況について新たな知見を得 

た｡ 倉沢地区の実緒論圭を開始するとともに､近世以降の旧套の墓地鋼蓋にも取り組丸首峯村成立に綱わる基礎デー 

タの集積を行っている. 3百事八幡禰社所有の寛*11年(1634)の絵馬の講壬から､朱印貿易船末吉船との騨俵が浮上. 

5.事業の課題.同意 

事業の課題.同類(事業 凾ﾌ目的や日韓と褒状とのギャップを蒙入します) 

慈恵寺の讃壬.研究の鎗活を行ない､今徒のjI圭.研究を再検討する. 

6.評儀 

自 己 倬i~ﾉmｩ4�,���+x.仂驃ﾂ�tj非常に大きな効果があった*大きな効果があった 

tj賑定的な効果があったロ効果がなかった 

事業の効奉牲 �8ﾙO��ﾘ,佰���*ｩ|x*(��ﾏ���*ｩ|x*"�
■やや効辛が悪い口効辛が慕い 

今後の方向性 禰ｦy�R頷ｸ��Fｨﾊ舒ﾈ+X,Hｦy�R頷ｸ���
秤 優 凵｡義持.継続口見蓋し 

次年度以降の取組み �-�*(*ﾙ[ﾙ�ﾃ#iD���#yD�,偃Ywh�Zｨ,ﾈﾉ8ｶ�薰�
平成28年を1つの目安とし.JE養老寺綱妻をまとて｡ 壬､平成27年.28年で今までの発雷調査をまとめ､報告書を作成.平成28年丘に覇董成果に基づき 

特別農を綱儀予定. 

委員意見 决真麓意寺Jは鱒土史における重要な歴史テーマであり､市内外から注目され､鞭緩して成果を あげることが期待されている.また､これまでの成果を纏め､市民.学校常体に讐及.啓発する工 夫が必要であLJ､義士責鱒館に常数廉示を望む.文d=財報告嘉の刊行や轟文化財ウイークの公{事 業に書如し､JI知したことは辞儀できる.一方.鋼暮曹実の嘉讐点を最圭し.今後の鋼霊を見童す 

畔遍にきている 



評価表NO.2

蝉土薫料館事業騨儀轟　25年度

1.取組事業名 

取組事業名 (教育目練.基本方針から) �7ﾘ484�8ﾘ7H4(8ｸ8�,ﾈ6h�ｸ5陋ｸ馼ｼg��事業経費 �����2纉ベ冷�

2.取組事業の概要

取組事業の概要(事業の対象者､内容を委員も分かるように簡潔明解に配載) 

事業の 内容 �&闔h,ﾉ��讓/�ｧx-I�ﾈ,�,xﾌ9[i~ﾈ,���+x.亊i�8.�ﾘ(-ﾈ.芥��{�,ﾉ:凉xｯ9eﾘ.��ﾘ*ﾚH+8.x,�7H488ｸ8�,ﾉ�(嶌,b�いう問環もあるので､マイクロフィルムを早急にデジタルデータ化して.資料の保存と公開.活用の推進 
を継続する. 

3.事業の目的

事業目的(当該事業を将来的にはどのような事業としていきたいのか､どのような成果を求めていくのか) 

古文書等のデジタルデータ化は､利用を容易にすることと同時に､資料の保存という重要な役割をにない､原資料 
は公開することで劣化や散逸を防ぐため行なうものである. 

4.事業の目標･成果

(1)目標(どのような目標を設定したのか) 

現在耕土資料館にあるマイクロフィルムは､市史編さん事業において撮影した35nTnフイルム319巻､16nTnフイルム 64巻(35mmフイルムに換算して約128巻)､ふるさと博物館において撮影した35rTTnフイルム39巻が保管されてい 

る○これらの資料を誰でもが容易に利用できるようなシステムの構築を目標とする○ 

(2)成果(実績数値など) 

平成25年度は35mmフイルム23巻分をデジタルデータ化し､また画像データ保管.閲覧用パソコンのOSをWind 
ows7に移行しこれに伴う作業を行なった.これにより検索可能な範囲がさらに広がり､目的の資料の検索や印 
刷が迅速にできるようになったOr古文暮講座｣の教材や展示.刊行物の資料選択に､また､市民からの閲覧の希 
望や､他の博物館からの問い合わせ等に活用されている○これで事業開始の平成19年度から同25年度までに35mm 
フイルム187巷.全体の約37%のデータ化が完了し､残りは321巻分.約63%となった○ 

5.事業の課題 唳n)��� 

事業の課題.問題(手業の目的や目標と現状とのギャップを記入します) � 

マイクロフィルムの目録を全て電子化して､一括した資料検索が出来るように整 剩�ｷる○ 

6.評価 

良 a 倬hｼimｩ4�,���+x.佰�｢�ロ非常に大きな効果があった■大きな効果があった 

ロ限定的な効果があった口効果がなかった 

事業の効率性 ���O��ﾘ,佰越h*ｩ|x*(8ﾘﾏ越h*ｩ|x*"�
■やや効率が悪い□効率が悪い 

今後の方向性 �8ﾘｦy�R頷ｸ����ﾊ�+ﾈ+X,Hｦy�R頷ｸ���
鮮 価 剏箞ﾛ持.継続口見直し 

次年度以降の取組み �7ﾘ484�8ﾘ7H4(8ｸ8�,ﾈ6h5x5�8ｸ嶌,ﾉD�7杏h柯/�ﾟI.�+ZI��*(鳧ｯｨ,ﾈｪ驅�/�mｨ輾+X+ﾘ*(,hﾖﾈ*h.停�

委員意見 刄fジタル化は市民の財産として大いに推進してほしいが､事業開始7年目にして達成率 

37%は少ない.毎年の達成率が全体の約5%では､完了までにまだ12年以上もかかり､ 
この間に資料の劣化が進む.毎年のようにデータ化量の増加を提言しているが､なかな 
か美行されない.緊急度が高いため､抜本的に計画を見直し､必要な予算要求をして最 
優先で行うべき課題である.そして未撮影分の資料のデータ化にも取り組むべきであ 
る｡ 



評優表NO. 3

雷土薫料鱒事義■儀義　25年度

1.取組事養名 

取組事美名 (敦雷日揮.基本方針から) 侘9[h��袙ﾅﾂ��騫ﾘ馼沓�事案経費 田#b磴S�冷�

2.取組事業の義幸

取趨車乗の � ��ｈ馼ｼh,ﾉ���ｸ�*I>��/�ﾜ��.�Zｨ*�.�.h*H,豫以冖陝�,亢亳���

事業の 内容 仗���/�k��ｸxﾛ�� 俘ｸ,ﾈﾉｩ�h*h.)�)�8ﾏ��8,ﾈ+ﾘ-�X借.)G�ｯﾈ,�,x,ﾈｮｸｴ�,�+8.x+8.ｨ,H*(.定+�.ｨ.x,ﾈﾌ9[i~ﾈ,ﾘ�8刺,ﾉ��譴�.x*�,�+x.��Yxｸ,磯�{�,X*�.�,i:��,抱�9j�,ﾈｺItﾈ,ﾈﾞ�蝌,X.�*�.定+�,ﾈ.h*H,��8ｻX岑,�*�.侘9[i~ﾈ/��Y�騫ﾘ+ZI]ｹ�h+x.�+�,h,�.h,�,JHﾌ9[h��/�鴿�)�8-i6�*jH�8刺,ﾉ��讓/�mH･r靆Hｸh+x.��ﾈ��.(ﾌ9[h���&���ﾈ��,�/�ｹ�,X*ｸ.�.h*H,�+X+ﾘ*"��

を苧 

3.事業の目的 

車乗目的(当鼓事業を帝兼的にはどのような事業としていきたいのれどのような成果を求めていくのか) 

所蔵者と古文書の現状を把握し､新たに発見された古文書とともに綱査.整理し.古文霊の散逸を防ぐための確実 な保存の推量を講じていく｡また､古文霊が容易に禽麓できるような手管の機会を作り､古文暮講座や講演会を開催 

するとともに､護にでも読めるように資料集の刊行等活字化を進めていく｡ 

4.事妻の日義一成果 ��

(1)目標(どのような目儀を設定したのか) ��

1文暮整理『査日野に嘱する古文雷について鑓時鋼壬を行ない､責料館所蔵または借用資料を整 凉ﾘ+ZI?ｩK�/��
作成して必要に応じて撮影を行なう. 古文暮解凍責科館所蔵の古文霊等を綴読.調査し.史料集として刊行できるようにするための原 們�/�ﾞﾉ�ﾈ+r�

る｡③古文雷讃塵を開催し.古文雷に寓する知義の讐及f=努める. ��

(2)成果(実績教卓など) 

川辺電之内の増田雛ニ蒙.阿川使二年家から資料の寄譜を受けたほか､豊田の山口暮靖賓から責料寄託を受けた. 
1古文霊整理調査朝倉養子豪文暮､真横逢夫妻文暮､阿川健二外套文雷などの整理､目録作成等を行った.8野の 

霊を読む会が覇王活動に参加したのは16回､参加者延べ90人. 
文書解読(高幡棚用曹)日野の古文書を読む会の覇童話亀は咽.延べ422人｡ 

③解読した文嘉の編集作業日野の古文嘉を読む会の窮査活動17回､参加者延べ78人. 
4心音向け古文雷讃塵の幣健全6.番加者麓ベ132人○ 

5.事妻の課長.市長 ��

事案の課題.問題(事業の目的や目標と現状とのギャップを賢人します) ��

解漉した古文霊は史料集として順次刊行(ホームページ-のアップを含む)し､多くの市民に う環境を整えたい.また､古文雷講座を講優し､古文書の学習機会を得られるよう因りたい｡ 凉駅�+X,H.�.x*h.�.b�

なお､緊急度.重要度の視点から取り上げる資料を選別する必要がある. ��

6.#4 

■自 己 評 鍾 倬hｼimｩ4�,���+x.佰�｢�□非常に大きな効果があった雷大きな効果があった 

口限定的な効果があったロ効果がなかった 

事業の効手性 ���O��ﾘ,佰���*ｩ|x*(��ﾏ袷�*ｩ|x*"�
雷やや効串が寒いロ効串が悪い 

今故の方向性 ���ｦy�R頷ｸ��xｸﾊ�'X+X,I_Y�耳����
口義持.撫鏡ロ見蓋し 

衣年度以蜂の取欄み 侘9[i^侏ｸｻXﾗﾉ��/���-ⅸﾋｸ����(,h,ﾉ��xﾘ/�ｨ,�+X,I]ｹ�h*ｩ|xﾔH,俎8,�.ﾘ.ｨ,H*(.�*��
疎放する作業を鍵緩的にしていきたい.綱童の遇雀で.各責料群に合わせて保存のため 
の適切な奥書を講じていく○寄贈.寄託を受けた資料は､目録を作成して解読を行い､ 
史料集として刊行(デジタル化を含む)したり展示に活用していく. 

委員意見 剄｡年度､豊田の名主豪から霊重な古文雷類の寄託を受けることができたのは､責科館 

への償蓑の狂である.責料館の建物(展示.保管場所).保存技術等の整儀に努めて､ 

市民の信頼を得ながら市内の責料の収集-保存一活用を圭めていくべきである｡このこ 
とに取り組めるのは郷土資料館の他になく､好の使命として事案を推進していただきた 
い○区蘭壷理や所蔵者の高齢化などが進み､今後資料の寄贈.寄託は増えると考えられ 
るが､責鱒の整理が追いつかない状茨に思えるので､人員の増員が必要であろう｡ひい 
ては粛圭.研究一活用できる人材の育成にも努めてほしい. 



評価表NO･ 4

蝉土鷺料館事業辞儀轟　25年度

1.取組事業名 

取組事業名 (教育日棟.基本方針から) 傚�ﾉ��h-ﾈ.ｩ¥�.ﾘ.瓜夷ｩ%Hｸ�+(ﾛ磯hｼb�事業経費 鼎�"ﾃs3(冷�

2.取組事業の 剪�要 

取組事業の概要( 劔���業の対象者､内容を手鼻も分かるように簡潔明解に記載) 

+#の 内容 冢r���(2�,b�程久保に である八 ･イペン 俔ﾒ�咤�6r�+R�戸時代後半から伝わる生まれ変わり伝柔を調査.研究するとともに､一方の生まれ変わりの 子市との協働により､物語を両市で共有し､地域振興に活用する｡資料展示.講演套.見学 の開催などを行なうほか､出張授業.子ども講座などを通して､子ども連にふるさとの伝来 てもらう活動を行なう. 

して記憶 

果

(2)成果(実績数値など)

毎月1回のr勝五郎生まれ変わり物語探求調査軌の例会を開催したほか､講演会･見学会を開催した｡
勝五郎や藤蔵の親族関係について調査を行ない､資料を含め新たな事実が判明した｡
勝五郎の地元､八王子で調査を行なっている人達との連携を図り､八王子市での出張展示(517人の見学)を行
ない､八王子市長も見学された｡
夏休みの子ども講座で､初めてマイクロJくスを利用し､一小･仲田小の子どもたち等が参加(約30人)し､好評
を得た｡
生まれ変わり記念日の講演会は､常光徹氏のr妖怪の民俗学｣を開催し､ 224人の参加があり､今後の調査にお
ける重要な示唆を得ることができた｡
平成25年度の総活動数は39回で参加者数は1. 266人を数えた(調査団員55人) ｡

5.車乗の課題･間億(事業の目的や目標と現状とのギャップを妃入します)

調査団の活動の1つの到達点と考えている勝五郎生誕200年の平成27年度に向け､今までの成果をまとめてい
く｡具体的には､調査報告書の刊行､わかりやすく解説したブックレットの刊行､配念特別展の開催･配念日事業
のイベントなどを計画する｡また､生誕200年記念事業を､市内外の多くの人々にアピールするために様々なメ
ディアの活用を検討していく｡

6.評価 

自 a 秤 価 倬hｼimｩ4�,���+x.佰�｢�□非常に大きな効果があった■大きな効果があった 

□限定的な効果があったロ効果がなかった 

事業の効率性 ���O��ﾘ,佰越h*ｩ|x*(8ﾘﾏ越h*ｩ|x*"�
■やや効率が悪いロ効率が悪い 

今後の方向性 �8ﾘｦy�R頷ｸ��ﾏｸﾊ�+ﾈ+X,Hｦy�R頷ｸ���
■維持.継続□見直し 

次年度以降の取組み 兌ﾙ�ﾃ#yD�7�,佰ﾈ*�,JHt�+(ﾛりﾊHｸb隗x�餽�ｷ乖�:�,ﾈﾇ���,h����

②勝五郎生誕200年記念事業の立案と実施.J 
③調査報告雷.ブックレットの原稿執筆と幕集作業 
④特別展にむけての準備(ジオラマの修復他) ⑥pR事業の充実(カウントダウンニュースの発行,ホームページ開設など) 

委員意見 剪ｷ年にわたり市民と共に調査を進め､非常に多くの資料の収集や多方面との交流を深め評価を得 てきたことは.高く評価したい.これからはそれらの評価をまとめて､今後に残して行くべきもの と考える.夏休み子ども講座で､重点校を選びマイクロバスを活用したことは､高く評価できる. -後も続けてほしい27年の生誕200年事業でまとめる成果を日野市民だけでなく全国に広めて 7 ほしい○委託調査終了後も､子ども講座や記念日事業は あり､長く続けていって欲しい.学校での出張授業やノ �?ｩnﾈ�9�ﾙ7倬�{��,ﾈ馼ｼh,h+X,H�8+x-x*ｸ,R��(唏���8,h,ﾉ��ﾆx,�,x/�&�;�,���*�,H.�.x*"�

たいし､小中学生にわかりやすい教材化を考えるべきである.｡ 



評価表NO, 5

揮土鷺料館事嚢辞儀轟　25年度

1取組事業名 

取組事業名七生丘陵の自然と歴史調査事業事業経費179.984円 剪�

(汝書目は.基木方i+から) � 

2.取組事業の概要 

取組事業の概要(事業の対象者､内容を季長も分かるように簡潔明解に記載) 

吉葉堰至芸篭歪弊芸誓警琵芸?嘉霊遥㌍誓講書㌣言詣芸晶謂重宝蒜器f.L=Ti誓書歪 

3. 儘ｹOﾈ,ﾉmｩ4��

事業日的(当該事集を将来的にはどのような事業としていきたいのか､どのような成果を求めていくのか) 

刻々と変化をしていく自然や生活の中で､今残る自然や風習などを収秦.調査.デジタルデータ化などとして記緑 
し､後世に残していくことを目的とする○ 

4.事業の目標.成果 

(1)目標(どのような目標を設定したのか) 

1市民との協働活動‥参加者数の増加､より多くの市民への普及を目的として､普及活動(パネル展)の開催埠 
節.回数を増やす｡ 2調査内容‥他市との境調査､昔の写真収集と現況調査､新たに､過去の樹木種子標本.樹木写真の再整理.充実 

を行なう｡ 
3普及活動:七生丘陵の魅力を伝える普及活動として展示や講演会､散策会を実施する｡ 

(2)成果(実績数値など) 

調査団は､登錠市民人数21人平成25年度参加者数延べ882人 
調査事業を行い､まとめとして以下の普及活動を行なった. 
･25年6月7日～28日｢棚田の四季｣日野市役所市民ホールでのパネル展 ･25年8月15日～11月13日r棚田の四季｣七ツ塚ファーマ-ズセンターでのパネル展(観覧者数3,516人) ･25年11月6日～27日｢高幡の記憶～写真で見る高幡の今昔｣高幡不動駅自由通路でのパネル展(30分間の力ウン 

トー 豚.h.豫�x�)�Cｩ[ﾘｼ�#9�ﾂ��
･26年3月8日体鼓講座r 講演会｢地 また､新たに始めた､過 剳烽｢てみよう!～日野市.八王子市の市境～｣(参加者数28人) 図と境界日野市と八王子市の境界を歩く"予備知椎''として｣講師:.今尾志介. 去の樹木種子棟木.樹木写真の再整理.充実では､170種中142種の樹木種子を収集し.､ 

標本として保存することができた. 

5.事薫の課溝.問題 

事業の課題.問題(事業 凾ﾌ目的や目棟と現状とのギャップを妃入します) 

調査団の活動を通し､調査.普及活動において地域の方々とのつながりがだんだんとできてきた.展示の機会を 
さらに増やして普及し､調査を充実させていきたい○ 

6.評価 

良 倬hｼimｩ4�,���+x.佰�｢�ロ非常に大きな効果があった■大きな効果があった 

口限定的な効果があったロ効果がなかった 

事業の効率性 ���O��ﾘ,佰越h*ｩ|x*(��ﾏ越h*ｩ|x*"�
己 秤 優 剏福竄竚�ｦが悪い□効率が悪い 

今後の方向性 佰ｸｦy�R頷ｸ����ﾊ�+ﾈ+X,Hｦy�R頷ｸ���
□維持.継続□見直し 

次年度以降の取組み �(hｯｨﾇh枌�9D隴B坪/�zx,I?ｨｧｨ/�k隕ﾘ嶌+x.停�

委員意見 勍七生丘陵の自然と歴史について､多面的かつ継続的に､市民と共に調査を実施しており､そ の結果は展示会､講演会､デジタル化などとして､大きな成果を上げている.特に､館外の高 幡不動駅コンコースや市役所市民ホールなどで展示を行ったことは､有効な普及活動として大 

きく評価したい｡さらに展示場所を増やしてもつとPRをすることと､このデータを印刷物とし 
て残すことを求める. ･市境を歩く体簾講座.講演会は､新しい視点で日野市と隣接市を見ることができ､大変興味 

深かつた.七生丘陵のハイキングコースをもつとPRL､市民の活用を働きかけて欲しい. ･資料収集､鼓理､保存について成果を上げている.失われていく自然の資料収集は不可欠で あるが､保護対策を考えることも必用○暮らしの中で活用されてきた木や植物など.身近な自 

然に市民一人一人が興味を持つことで守られる自然があるのではないか. 



評価表NO. 6

鱒土責料館事業辞儀轟　25年度

1.取組事業名 

取組事業名 (独書目横.基本方針から) �-8.�+8,i?ｩnﾈ,ﾈ齷�(,h*ﾘ.x+Y5x､ｨﾜ8馼ｼb�事業経費 鉄#�ﾃS����

2.取組事業の概要 

取組事業の概要(事業の対象者､内容を委員も分かるように簡潔明解に記載) 

事業の �-8.�+8,i?ｩnﾈ,ﾈ齷�(,h*ﾘ.x+X/��ﾘﾘy4�6X�ｸ7ﾘ,h+X,JHｮ�i5x/�､ｨﾜ8+X+ﾒ��t�)?ｩnﾈ,ﾈ齷�)}�gｲ韲ｩ��5z9[ﾙ�ﾃ#YD綛ﾈ�9?ｨ��xﾈ�#�?ｨｴﾘ���Z�+�,iYxﾆ艇ﾚ�(�,h5h5�,ﾃ9YHﾕﾉ�ﾂ��②r稲生物怪録絵巻パネル展｣平成25年7月13日～9月12日 
内容 �)?ｩnﾈ,ﾉk韭���Y�2顯ｩ��9[ﾙ�ﾃ#YD繹ﾈ�9?ｨ��[ﾙ�ﾃ#iD��ﾈ綺?｢�

④｢くらしの道具今.昔､薪収蔵品展｣平成25年1月12日～平成26年4月16日 

3.事業の目的

事業目的(当該事業を将来的にはどのような事業としていきたいのか､どのような成果を求めていくのか) 

ふるさと日野における歴史.民俗.考古などのほか､文学や自然にいたるまで､様々な事例を紹介することによ り､先人たちの豊かな精神.風土を知ってもらうことを目的とする○地域への深い知識と理解が､日野を愛する心を 

生み､地域を大切に思う気持ちを育む手助けとなる事業を展開することを目指している○ 

4.幸美の目棲･成果

(1)目標(どのような目棟を設定したのか) ��

①今まで郷土資料館に蓄積されてきた資料や情報をわかりやすく市民に 凉ﾘ��+X,H.�.x*I5x麌/�ﾗ8*H+�,h/�mｨ輾+x�ｲ�
②日野市の歴史や自然を物語る多様なテーマを選択した展示を行なう○ 
③日野市の歴史の流れを理解してもらえる展示を目指す○ 
④新たに収蔵された資料を公開する展示を行なう. ��
⑤新たな歴史資料や情報の収集に努める○ ��

(2)成果(実績数値など) ��

企画展展示観覧.関連行事参加者数は4事業で1,285人(②は除く) 唔>�ｧxﾕｨﾊ乂x,ﾚC�Hﾈ����3i�ﾈ,X+X+ﾚ��
(①583人,③463人､④239人) ��

5.事業の課長.間鹿 

事業の課題.問題(事業の目的や日棟と現状とのギャップを記入します) 

①自然関係の展示は､棟木や写真などビジュアル的なものが多いため根強い人気があるB ②くらしの道具展は､小学校社会科の学習に準拠した内容であるため､学校見学が多く､今後も定番としてさらなる 充実をはかつていきたい.また､デーサービス等の高齢者の方々が興味を持ち見学されていることに注視を｡ ③施設としての制約はあるが､今後もテーマを吟味し､創意工夫を凝らして充実した展示内容としていきたい. 

6.評価 

負 a 秤 価 倬hｼimｩ4�,���+x.佰�｢�□非常に大きな効果があった□大きな効果があった 

1限定的な効果があったロ効兵がなかった 

事業の効率性 �69O��ﾘ,佰越h*ｩ|x*(��ﾏ越h*ｩ|x*"�
ロやや効率が悪い□効率が悪い 

今後の方向性 ���ｦy�R頷ｸ����ﾊ�+ﾈ+X,Hｦy�R頷ｸ���
D維持.継続ロ見直し 

次年度以降の取組み 冕9|ﾘ*�.�5x麌ｮ�h.(ﾔﾉ_�/�ﾗ8,�**Ix渥倆(,ﾉ�ﾘ��/��ﾘ.��ｸ����{��饑�,ﾉ�騫ﾘ/�ﾗ2�
い市民の財産である歴史資料を後世に伝えていくためのアーカイブ作りを進める.今ま 
で蓄耕した展示資料や情報を活用し､なるべく多くの展示内容を市民に提供する.展示 
の中から日野の錬士を市民が物語る券囲気を作り出していきたい｡ 

委員意見 勍地味ではあるが､多方面の事物を対象にした企画展は､紳士資料館にとって必要不可 

欠なものである. 
･学校教育と連携し､学校の指導計画にあった展示は大変よい.子どもが実物を見る貴 

重な機会となった. 
･日野の歴史が一目でわかるような展示や年表があるとよい○小学生が興味の持てる展 

示方法の工夫が求められる｡ 
･高齢者の生きがい､家庭でのふれあいにつながるデーサービス高齢者の利用は特筆す 
べきこと｡今後も働きかけてほしい｡ 



評価表NO. 7

蝉土責料館事業騨儀轟　25年度

2.取組事業の � ����

取組事業の概要( 剞h 仂h,ﾉ���ｸ�*I>�vX/�効醜.�Zｨ*�.�.h*H,豫以冖陝�,亢ﾈﾝ｢��

■集の 内容 傅ﾉ(hﾘ)9��vﾈ��,雲ｹd��学 で 追 に 俔ｨ,ﾈ髯;i�i6ｸ*ｨ-8.�+8,i?ｩnﾈ-h,ﾉyﾘ��/��ｸ-�.�+ﾘ-�,唔+ﾉ�ｩ4�,雲ｹd�.(ｭI�ｩ4�,稲嬰�,�,r�ﾖｹ7倬�{��,ﾈ��{�.)�ﾈﾝ�/�/�ｹ�+Xｧx�ｨ�:�/�辷�+x.帝&9�ﾈﾊ乂x,ﾈ�9?ﾊH�*8�ｼh-h,ﾈ��{��I��齎ｻ8ﾝ韜�{�.(�饑�,ﾉ/�ｹⅹg��ｩ�ﾈﾋ�,�,x/���邵+x.剃Vﾉnﾈ�8ｻ8支5ｨ985��ｸ,ﾈﾖｹ7仆8孜�B���{��Hﾊ�*ｨ����+ZH��{�,ﾉ/�ｹⅸ�饑�.(�8ﾊ�,ﾈﾏ�ｫx/�ﾗ8*H+�,h,Xｧxﾕｨｻ8支,h,ﾉ��ﾆx/��ﾒ�と人材の派 
進研究会等 
る○ 

(1)目標(どのような目標を設定したのか) 

来館団体見学だけでなく､出張授業をあわせて行い､小中学校全校利用を目標とする○野外活動や物づくりと いった児童生徒が体験できる多様な学習活動を支援するo学校で活用できる称土資料を提供し､学校活動を支援す る.耕土資料館の利用事例について､耕土教育推進研究会などを通して周知し､学校現場との意見交換も活発化す 

る｡ 

(2)成果(実績数値など) ��

①来館(団体見学､牧場体験等)19件1.193人(小学校14件中学校4件市外小学校1件) ���7��
②出張授業(｢昔の道具｣に係るもの等)18件1,742人(小学校18件中学校0件) ※歴史､土器､石田散薬に係るものも含む｡ほかに農具(4校)や海底堆耕層剥ぎ取り模本(1校)や展示解 

ネル(1校)などを､学校へ貸し出した. 

③郷土教育推進研究会に参加し､学校現場の意見を吸い上げた. ��
④日野高校生物部との観察会 ��
⑤中央大学等との連携(勝五郎ほか) ��

事業の課題.問題(事業の目的や目標と現状とのギャップを記入します) 

昔の道具関係で出張.来館合わせてのベー7校の利用があり､過去最高を記録した.公開授業(授業参租)Elに積 極的に出張授業を行い､6校へ出かけ､保護者にも参観.参加してもらった.今年度は来館t出張合わせて市内全 小学校と関わることができた.中学校は､2校が調べ学習で来館し､1校が聴場体崇で来館した○今後も林土教育推 進研究会等の教具の研究会などで学校教育との連携を進めていき､学校教育におけるニ-ズを掴み､林土に関わる 

新しい教材を開発.提供していく. 

6.評価 

負 a 秤 価 倬hｼimｩ4�,���+x.佰�｢�■非常に大きな効果があった□大きな効果があった 

□限定的な効果があったロ効果がなかった 

事業の効率性 ���O��ﾘ,佰越h*ｩ|x*(��ﾏ越h*ｩ|x*"�
口やや効率が悪いロ効率が悪い 

今後の方向性 �8ﾘｦy�R頷ｸ����ﾊ�+ﾈ+X,Hｦy�R頷ｸ���
ロ維持.継続□見直し 

次年度以降の取組み 仆8什w�,倬hｼb茨hｼb鞅X���ﾈﾍｸｧx���ﾘ�ｩ�ﾈﾝ�9著,���+x.�8ﾊ�/�ｷｨ*(�8+�H饕�
業内容改善に取り組む.校長会､教貞研究会等の機会に学校向け周知を図る〇､ 

季長意見 勍学校を通して大勢の子どもたちに耕土の歴史.自然.文化t産業.人について理解 

させ､rふるさと日野｣に誇りと愛着を持たせる非常に重要な事業. 
･未来を担う子どもたちと日野を結ぶ大切な手業.昔の道具関係で過去最高の来館者 

と利用者があったことは評価できる.学校への積極的.持続的な働きかけの結果であ 
ろう〇 ･小学生には体故学習や作業学習が効果的なので､歴史系だけでなく､自然系の出張 

展示もしてほしい○また､小学生向けの解税があるとよい｡ 
･日野高校生物部との観察会は成功事例.中学校へはさらなる働きかけが必要であ 

る〇 ･着実な成果をあげている事業なので､予算を計上して更なる発展を期待する. 

･よくやつていると評価できるが､ICTを活用して､市の歴史的t自然的事物を学校数 

青に伝達できるよう､抜本的な方策を立てる必要がある. 



揮土鷺料館事業辞儀轟　25年度
評価表NO. 8

1.取組事業名 

取組事業名 倡9�sS��D雍ﾉD�<�¥ｩ5z)�i?�YJ2�事業経費 �2ﾃ#sb�3cH冷�｢日野市の半世紀～移りゆくまちの過去と今そして未来｣開 

(汝書目稚.基本方針から) 俐8馼ｼb�

2.取組事業の概要 

取組事業の概要(事業の対象者､内容を重点も分かるように簡潔明解に記載) 

事業の 内容 兌ﾙ�ﾃ#YD�7�,倡9�x邵ﾗ3S��D�/�ﾇﾘ*h.�,�*�+ﾘ.海#B�#YD�7�,ﾉ?�*僖�,�-ﾈ+ﾘ*ｨ,�,I?ｩnﾈ,ﾈｽ�ｹ�8讓/��X.��]H.�<�¥ｩ5x/�ｮ�h+X+ﾒ�#YD�7�,ﾚH+ｸ,ﾉ�i?�YH,h+X,JH�9�x邵ﾗ3S��D�/�ｴﾉD�+X,JH�8ｴﾉ�ﾘﾘx5�486x8ｸ,ﾈ.��
と､ 

①｢七生丘陵の今昔｣.高幡図雷館②｢エ棄都市の変遷｣.新選組のふるさと歴史館③｢昔の遊びとMade 
inHino｣.El野宿交流館④r高特の記憶～写真でみる高特の今昔｣.京王線高幡不動駅コンコースの4会 
蟻で開催した.オール日野市として､他課の学芸員と共に､企画から展示まで力を合わせて行った.会期は 
10月1日から12月15日までの76日間(4会場併せて). 

4.事業の目標.成果 

(1)目標(どのような目標を設定したのか) 

昨年度実施の いて考え､現在そ るとともに､市触 曝�9�sS��D雍ﾉD�<�¥ｩ5y�bﾘｴ�/�処*ｹ�H*ｺI^�/�,X惠+ﾙ��譴��ﾒ�*�.y?ｩnﾈ,ﾉ&闔i<��ｸ,�,"�+X,Ij)x�-h,h,(,�*ｨ.�5x麌ﾕﾉ�ﾈ/��8*ｨ*�.��5x麌/�,ｨ+X,JH�9j�,倡9�x邵ﾗ3S��D�/�4�78�ｸ8ｸ+r�T�.�?ｩnﾈ,ﾉ��讓,�,(*(,I&ﾙ�ﾘ/�ｺItﾈ+ZHｴﾉD�8馼,佰ﾈ*�ｭｸ,h,�,�,H竧.��x-�.�ｩ&鞐ﾈ.�,�,�.��

よう心がける｡ 

5.事業の課題.開港 

事業の課題.問題(事業の目的や目標と現状とのギャップを記入します) 

①第二部は戦後から現在までの約70年を対象としたが､資料調査が十分に行えず､埋もれた資料の発掘が不十分で 
あった.' ②チラシは市内全小中学校の児童.生徒.数枚且へ配布した.その結果､特別展会場へ4校が団体見学で訪れた.し 

かし児童.生徒が家族で訪れるということは少なく､課題を残した｡ ③二か年にわたる特別展により､オ-ル日野市として学芸鼻が結集したことは有意義であった.情報交換を続け､ 

今後の活動につなげていくことが必要｡ 
④今回の展示を契機に､日野市の特性に合った近現代資料の収集や保存に力を入れていきたい○ 

良 倬hﾉ9mｩ4�,���+x.佰�｢�ロ非常に大きな効果があった■大きな効果があった 

ロ限定的な効果があったロ効果がなかった 

事業の効率性 佰ｹO��ﾘ,佰越h*ｩ|x*(��ﾏ越h*ｩ|x*"�
己 秤 刄高竄竚�ｦが悪いロ効率が悪い 

今後の方向性 �8ﾘｦy�R頷ｸ��8ﾘﾊ�+ﾈ+X,Hｦy�R頷ｸ���価 �4維持.継続Ej見直し 

次年度以降の取組み 唳?ｩnﾈ�8,ﾉ<��ｸ/�Uﾈ+xｽ�ｹ�8��{�,ﾈ��,i]ｹ�h,處ﾘ/�?ﾈ.ｨ,H*(*ﾒ��･失われてしまうものを把握し､的確に手を打っていく.(市制50周年､国体の事兼ほか) 

委員意見 勍4会場での展示は､多角的.画期的で展示内容が充実していた.冊子も労作であった. 

･オール日野市体制で企画から展示まで学芸員の協力体制が組めたことはよかつた.この成果を 

継続してほしい. 
･仲田の森の第-蚕室を活用した霊葦の展示.実演をしてほしかつた.富岡製糸場と共に日野市 

の蚕糸試験場も盛り上げてほしかつた. ･家族と共に参親した子どもが少なかつたのは残念であった.50周年への市民の意放.意欲を高 

める努力が不足していたのではないか. 



評価表NO. 9

揮土鷺料館事業騨儀養　25年度

1.取組事美名

取組事業名 日野市のあゆみ50年調査事業 事業経費 250,000円

2.取組車乗の概要

取組事業の概要(事業の対象者､ 内容を委員も分かるように簡潔明解に記載)

平成25年に市制施行50周年を迎えるにあたり､称土資料矧ま･関連資料(行政資料･地域資料･I t一㌢■-VTI-llJIPIJ AILaI .I VYr1-J I　ヽ･･■■■-~~　V '一･,-I-　.　▼　　■rl　-■~l r~ーl l一　一

億､情報等)を収集し､調査研究､保存していく必要があり･このことを踏まえて･平成22年度に市制50年
を市民に周知するためのプレ展示として､特別展r新聞記事で見る目野市のあゆみ50年一昭和楕-｣を開催
し､基礎資料作成の第一歩とした｡この時.新たに市民ボランティアを募集して･資料調査や展示作業への
協力などで大きな成果を得た｡ 23年度以降､市民ボランティアをさらに発展させたr日野市のあゆみ50年を
調査する会｣による委託調査事業を行なっている｡

4.事業のEl凄･成果

(1)目標(どのような目標を設定したのか)

｢日野市のあゆみ50年を
Ill rPllヽノVTくL rlJ■■■t-′FIJJ■-　7　V t-V~′T.rH■■■■　ヽ一　t一　一　1　.I- I l　'　"I I-ー~~-一　一　-　I　~

調査する会｣と協力して調査事業を行い､郷土資料館で所蔵する古い写真や広報原紙の整理などを進め･市外の諸楼
閣に所蔵されている日野市(日野町･七生村含む)に関連する資料の収集と整理を行なった｡また･詳細な日野市の
近現代史年表を作成した｡

市制50年を市民に周知するための活動を行い､資野や情報提供を呼びかける機会とします｡

(2)成果(実績数値など) 

①調査研究活動調査する会は､市制50年に関する知識を共有するため､例会を会員相互の学習の壌とし､調査成 果の報告や研究発表､情報交換を行い､今年度は計14回の例会を行い､延べ64人が参加しました.詳細な現代史年表 の作成のほか､高齢者からの聞き取り調査や資料矧こ収載されている古い写真について年代や撮影対象などを特定す る作業を行ない､情報のデータぺ-ス化に向けての作業を行なった｡ ②展示普及活動特別展｢市制施行50周年記念日野市の半世軌への展示協力を行ない､住宅団地の建設や工場 

に関する展示パネルを作成した○ ③広報普及活動調査の成果を報告暮『日野､住んでみてよかつた』にまとめ､350部印刷製本した.また､3月29 日に一般市民への成果報告として､公開講演会r日野､住んでみてよかつた｣を新町交流センターで行ない､92人の 

参加がありアンケートの結果も好評だった. 

5.事業の課題･問題

事業の課題･問題 (事業の目的や目標と現状と0)ギャップを記入します)

資料館以外の庁内の他部署との関わりが少なく､活動の範囲があまり広くなかった点は反省点｡市制5 0年の節目は
迎えたが､戦後史の調査はまだまだ不十分で､今後も資料館で継続発展させていく必要があることを改めて感じた｡
特に.高齢者からの聞き取りは急務であると実感した｡戦後の資料は膨大で多岐にわたり･特に市民からの関心が高
く需要も多い写真や映像などについても､今後十分に調査･整理を進める必要がある｡

6.評価 

良 a 倬hｼdVﾉ4�,���+x.佰�｢�ロ非常に大きな効果があった□大きな効果があった 

{限定的な効果があったロ効果がなかった 

事実の効率性 ���O��ﾘ,佰越h*ｩ|x*)68ﾏ越h*ｩ|x*"�■やや効率が悪い□効率が悪い 

今後の方向性 ���ｦy�R頷ｸ��ﾏｸﾊ�+ﾈ+X,Hｦy�R頷ｸ���秤 価 凵｠維持.継続口見直し 

次年度以降の取組み 兌ﾙ�ﾃ#YD�7�,X馼ｼhｪ驅��'���+X+ﾘ�9j�,ﾈ7�8��ｸ/��h+ﾘ,鞍�,Y��ｸ+8+�,H*(*ﾙTｹwh*ｨ*��.停�

委員意見 剋s制50周年に合わせた調査事業であり､特別展の参考になる資料の発掘が多くあったこ とと患う.報告雷はテーマと内容が素晴らしく感動した.会見の興味の対象と調査の結 果がうまくまとめられ､読み物としても面白く仕上がっている.あわせて行なった報告 会も良かつた.市民の力のすごさ.錬士資料館の市民の力を活用するすごさを感じた｡ 称土資料館は市民との連携プレーがうまい.この成果を今後も活かしてほしい. 



評価表NO. 10

蝉土薫料館事業騨儀轟　25年度

1.取組事美名 

取組事業名 (載書目8.JE本方針から) ��ﾈﾋ�ｧx�橙�6��h馼ｼb�事業経費 鼎Rﾃ���冷�

2.取組事業の概要

取組事業の概要(事業の対象者､内容を要具も分かるように簡潔明解に記載) 

事業の ��ﾉ[ｸ鬨�檍,h+X,JH*�,(,JI�ﾙh�&闔h,ﾉ6�9ﾘ蝌ｼh,X*�,�+ﾚ)mｩ{H,(*ﾘ.�8.&ﾈ.ﾘ.x+ﾈ*H.る�8ﾈ��ﾈ.�,(*ﾒ�.�:H-ﾈ+ﾚI?ｩnﾈ�9��68,ﾉ7兩ｸ徂,ZHﾕﾘﾌｸ鳬�8*�.xﾞﾈ.x.ｨ,H*(+ﾙj�Io(,ﾊ)��68藝o(,8*ﾘ.�8,�,x/�ﾗ8,��
い､体境を通し日野市の文化を伝えていく｡ 
農業体族として､新生エコライフクラブに講師を依頼して､これまでのエコライフ事業の中で培われてき 

内容 �+ﾘ6ﾘ4X6�4X/�ｨ�*�+X轌;�,�*�+ﾘ.俎Xﾜ�/�ﾏij��,h,ﾈｺi:ﾘ馼ｼh,Xﾗ8,�*B颱�i[h峪6��h,ﾈ+ﾘ-�,唔E��j���
の利用法.活用の実地伝乗も行なう○ 

また､伝統行事として､小正月に行われてきた地域に伝わる火祭り行事｢どんど焼き｣を行なう｡ 

3.車乗の目的

4.事業の目模･成果

(1)目標(どのような目標を設定したのか)

r目祐つくり｣や農業体験講座r親子で豆腐と味Pfを作ろう｣ の年間を通した開催とrわらぞうり･正月飾りづく
り｣などの講座を開催する｡また､ rどんど焼き｣などの伝統行事を実施するとともに､どんど焼きに参加するた
めに錬士資料館に訪れた市民に耕土資料館の事業･展示などを積極的に紹介し､どんど焼きを導入E)として､称土
資料館の事業の周知･理解に役立てたい｡

(2)成果(実績数値など) 

目爾つくり4月～3月全19回延べ参加人数109人(9人) 

農業体験講座7月～2月全7回延べ参加人数99人(9組申込み) 
わらぞうりづくり11月16日(郷土資料館まつりの中で公民館との同日開催)参加人数19人 
正月飾りづくり12月ー4日開催参加人数41人 
どんど焼き1月ー2日併催参加人数510人 

ー伝統産業港柔を行なうにあたり､竹細工の｢竹取クラブ｣や昔の農具の整理.補修など｢程久保ボランティア｣ 

のメンバーにご協力をいただいた. 

5.事兼の課題･問題

事業の課題.問題(事業の目的や目標と現状とのギャップを記入します)

農業体験講座は､親子20組募集に対し応募者が5組と親子の参加が少ない｡親子参加については､今後再検討をし
ていく｡またどの体験講座も技術の伝来に関しては､後継者の育成が必要であり､ r董｣ ･ rLの竹｣ ･ r稲わ
ら｣などの材料の確保が年々難しく､新しい採集場所の検討が必要である｡

良 倬hｼimｩ4�,���+x.佰�｢�□非常に大きな効果があった■大きな効果があった 

□限定的な効果があったロ効果がなかった 

事集の効率性 佰ｹO��ﾘ,佰越h*ｩ|x*(��ﾏ越h*ｩ|x*"�
己 秤 凵｠やや効率が悪い口効率が悪い 

今後の方向性 ���ｦy�R頷ｸ��xｸﾊ�+ﾈ+X,Hｦy�R頷ｸ���
価 凵｠維持.継続Ej見直し 

次年度以降の取租み 唸ﾋｸ�8,ﾈﾗXﾜ�,ﾈﾜHﾉ�:(/�ﾗ8,�*(ﾚ�ﾎ8,ﾈﾇh柯/��騫ﾘ+x.��ｲ�･埋もれている伝乗事業の発掘や研究を行なっている. 

委員意見 勍伝統産業の体験宇晋は有意義で､参加者の挿土への理解が深まり､体験したことは忘 

れないものである. 
･伝統文化.産業は､継乗.発展させなけらぱならない｡後継者の育成.材料の確保も 

含め今後の継続をお廉いしたい. 
･事業によっては､参加者が少ないが､この対策を考えるのが課嶺である.学校教育連 

携事業と連携させるのも1案かも知れない○ 
･お子さん達も土.日は習い事で忙しいのかも知れませんが､みんなで力を合わせて農 

作業をする棄しさを知ってもらいたい. 



8.　日野市郷土資料館の運営状況の評価実施要綱

平成21年3月31日制定

(目的)

第1条　この要綱は､博物館法(昭和26年法律第285号)第9条の規定す

る､日野市郷土資料館の運営の状況に関する評価の実施に関し､必要な事項

を定めるものとする｡

(点検及び評価の対象)

第2条　目野市郷土資料館(以下｢資料館｣というo)は､毎年1回､資料館の

運営状況について評価を行う｡

(評価の方法)

第3条　資料館は､資料館協議会の意見を聞きながら､評価を行うものとするo

(教育委員会-の報告書の提出)

第4条　資料館は､評価に関する報告書を毎年度作成し､教育委員会に提出す

る｡

(評価結果の公表)

第5条　資料館は､評価の結果を市民に公表する｡

(評価結果の活用)

第6条　資料館は､評価の結果に基づき､その運営の改善に努めるものとするo

(庶務)

第7条　評価に関する庶務は､資料館資料館係において処理するo

(委任)

第8条　この要綱に定めるもののほか､この要綱の施行に関し必要な事項は､

資料館長が別に定める｡

付　則

この要綱は､平成2 1年4月1日から施行する



9 -①　　　第4期日野市郷土資料館協議会委員

≪郷土資料館協議会委員名簿≫

番号 倩�kﾂ�選出区分 弍｢�

1 俑�Ohﾆ(樞�学識経験者 釘�
(まちの歴史.地図解読) 

2 ��9nﾈ+8+韈��社会教育の関係者 釘�
(歴史.古文書研究) 

3 傅ﾉ}���&｢�社会教育の関係者 釘�
(農業体験指導.考古学) 

4 ����(亢��社会教育の関係者 釘�
(自然体験指導) 

5 ���冩X�"�社会教育の関係者 釘�
(郷土資料所蔵者) 

6 傴ﾉ�ﾉ�8��学識経験者 釘�
(古生物研究) 

7 兩Hｭﾘ�9Wb�学識経験者 釘�
(歴史) 

8 做亥(�x髓�学校教育の関係者 釘�

(平山中学校長) 

9 �(i8y��Wb�学校琴青の関係者 �"�

(日野第一小学校長) 

任期　　　　自　　平成24年　3月　4日

至　　平成26年　3月　3日



9 -②　　第5期日野市郷土資料館協議会委員

《郷土資料館協議会委員名簿》

番号 倩�kﾂ�選出区分 弍｢�

1 ��9nﾈ+8+韈��社会教育の関係者 迭�
(歴史.古文書研究) 

2 傅ﾉ}���&｢�社会教育の関係者 迭�
(農業体験指導.考古学) 

3 ����(亢��社会教育の関係者 迭�
(自然環境体験指導) 

4 傴ﾉ�ﾉ�8��学識経験者 迭�
(古生物研究) 

5 俑�Ohﾆ(樞�学識経験者 迭�
(まちの歴史.地図解読) 

6 做亥(�x髓�学校教育の関係者 迭�
(平山中学校長) 

7 �(i8y��Wb�学校教育の関係者(日野第-小学校長) �2�
(平成26年3月31日まで) 

岡部君夫 乂xﾕｨｻ8支,ﾈｭhﾅx�"��ｨﾘx抦ｧxﾕｩ+r��1 
(平成26年4月1日より) 

8 傅ﾉ�僣韆��学識経験者 ���
(郷土教育) 

9 �79Oﾉz"�公募市民 ���

10 伜(ﾏｸｷiWb�公募市民 ���

任期　　　　自　　平成26年　3月　4日

至　　平成28年　3月　3日



平成2 6年度日野市郷土資料館の

運営の状況に関する評価書

(平成2 5年度事業)

平成26年8月

日　野市郷土資料館

〒191-0042

東京都日野市程久保5 5 0番地

電話　042-592-0.981

FAX　042-594-1915


